
「海底タイムカプセル松島湾」は、参加者が
書いた手紙（＝記憶）をタイムカプセルに
封入して松島湾に沈めるプロジェクトです。
海底タイムカプセルは松島湾の底で数年間
の眠りについた後に引き揚げ・開封され、
手紙は参加者の元に送り届けられます。

本プロジェクトのはじまりは「日々の暮ら
しの中に、松島湾に思いを馳せる時間を作
りたい」という気持ちからでした。

260 程の島々が浮かぶ松島湾の風景に、か
の伊達政宗や松尾芭蕉など、昔から多くの
人々が魅了されてきました。海岸線には浸
食や砂石の堆積の原因となる大きな川の河
口がないため、数千年前から地形が変わっ
ていないとされています。また、水深の浅

い海は栄養が豊富で、牡蠣・海苔・ハゼ・
アマモなど多くの海洋生物を育んでいます。

海底タイムカプセルは、波が穏やかな日も、
荒れている日も、松島湾の豊かな風景ととも
に時を過ごします。手紙が届くまでの数年
間、自分の記憶の一片が眠る湾の情景を思い
浮かべる時間を楽しんで下さい。

つながる湾プロジェクトが企画する体験型プ
ログラムに参加します（Web/FB 等で告知）。

プログラム内で手紙を書いて、海底タイムカ
プセルを湾に沈めます。

次回のプログラムで海底タイムカプセルを湾
から引き揚げ、開封します。

［左上］海底タイムカプセルを海に沈める様子。［左下］海に沈めた海
底タイムカプセルはカニ・小エビ・牡蠣など付着生物の隠れ家にもな
る。［右］海底タイムカプセルの保護ケースに日付と名前を記す参加者。

つながる湾プロジェクトが主催するイベント
に参加します（Web/FB 等で告知）。

イベント内で手紙を書いてタイムポストに投
函します。手紙は湾の底へと届けられます。

数年後、手紙は湾の底から引き揚げられ、参
加者の手元に届けられます。

海底タイムカプセル松島湾について

活動地と運営組織について

海底に沈む記憶をたよりに湾の風景を想像する。

体験型プログラムに参加

手紙を書く 手紙が届く

湾に沈める 数年間がたつ
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つながる湾プロジェクト
TSUNAGARU  WAN  P RO J EC T

「つながる湾プロジェクト」は、私たちを育んで
きた松島湾とその沿岸地域の文化を再発見し、
味わい、共有し、表現することで、地域や人・
時間のつながりを「陸の文化」とは違った視点
でとらえなおす試みです。
この地域で生きていこうとする若者や、地域の
文脈に興味を持つ他地域の人びとが、古来続く
海辺の営みとそれに伴って育まれてきた文化を
学び続け、誇りを持ち、内外へ発信していくプ
ラットフォームを築きます。

http://tsunagaruwan.com
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タイムポストに手紙を投函
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宮城県・松島湾の位置
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［左上］海底タイムカプセル専用の便箋。［左下］数年後を想像しな
がら手紙を書く参加者たち。［右］タイムポストに手紙を投函する。
数年後、手紙は参加者の手元に戻ってくる。

A B O U T 海底タイムカプセル松島湾に参加
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https://www.facebook.com/tsunagaruwan
http://tsunagaruwan.com/

●主催：つながる湾プロジェクト運営委員会、東京都、アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
●共催：塩竈市、多賀城市 ●協力：ビルドフルーガス、一般社団法人チガノウラカゼコミュニティ
※本事業はArt-Support Tohoku-Tokyo（東京都による芸術文化を活用した被災地支援事業）です。
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